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JP
本書では、製品の正しい使用方法を説明しています。技術や使用
方法については、いくつかの例のみを掲載しています。 
製品の使用に関連する危険については、警告のマークが付いて
います。ただし、製品の使用に関連する危険の全てをここに網羅
することはできません。最新の情報や、その他の補足情報等は 
Petzl.com で参照できますので、定期的に確認してください。 
警告および注意事項に留意し、製品を正しく使用する事は、ユー
ザーの責任です。本製品の誤った使用は危険を増加させます。
疑問点や不明な点は (株) アルテリア (TEL 04-2968-3733) にご
相談ください。

1.用途
本製品は墜落からの保護を目的として使用する個人用保護具 
(PPE) です。 
NEST: アクセスが難しい状況でのレスキュー用ストレッチャーで
す (200 x 50 x 5 cm)。体重 150kg 以下、身長 1.50m ～ 1.90m の
人用にデザインされています。 
STEF: ストレッチャー NEST 用角度調整キットです。ストレッチャ
ー NEST とのみ併用できます。 
2020 年以前のストレッチャー NEST 用 STEF: 2020 年以前のスト
レッチャー NEST 用角度調整キットです。2020 年以前のストレッ
チャー NEST とのみ併用できます。 
製品に表示された破断強度以上の荷重をかける使用や、本来の
用途以外での使用は絶対に避けてください。

責任
警告
この製品を使用する活動には危険が伴います。 
ユーザー各自が自身の行為、判断、および安全の確保につい
てその責任を負うこととします。
使用する前に必ず: 
- 取扱説明書をよく読み、理解してください 
- この製品を正しく使用するための適切な指導を受けてください 
- この製品の機能とその限界について理解してください 
- この製品を使用する活動に伴う危険について理解してください
これらの注意事項を無視または軽視すると、重度の傷害や死
につながる場合があります。
警告: 使用前に適切なトレーニングが必要です。トレーニング
は、「用途」の欄に記載された使用用途に対応している必要が
あります。 
この製品は使用方法を熟知していて責任能力のある人、あるい
はそれらの人から目の届く範囲で直接指導を受けられる人のみ
使用してください。 
ユーザー各自が自身の行為、判断、および安全の確保について
責任を負い、またそれによって生じる結果についても責任を負う
こととします。各自で責任がとれない場合や、その立場にない場
合、また取扱説明書の内容を理解できない場合は、この製品を
使用しないでください。

2.各部の名称
NEST
(1) 頭部アタッチメントポイント、(2) 側部アタッチメントポイン
ト、(3) STEF 用アタッチメントポイント、(4) 搬送用ハンドル、(5) 
胸部ストラップ、(6) 胸部ストラップ用 FAST LT PLUS バックル、(7) 
レッグループストラップ、(8) レッグループストラップ用 FAST LT 
PLUS バックル、(9) 足掛け調節ストラップ、(10) ポジショニングス
トラップ、(11) 足掛け、(12) フラップ、(13) フラップストラップ、(14) 
ヘッドカバー、(15) ヘッドカバー調節ストラップ、(16) フットカバ
ー、(17) 予備のアタッチメントポイント、(18) 縦フレームのスリー
ブ、(19) 横フレームのスリーブ、(20) フォームパッド
STEF
(21) 頭側のシングルストラップ、(22) SWIVEL、(23) Am’D、(24) 足
側のダブルストラップ、(25) Sm’D、(26) リング、(27) CAPTIV、(28) 
STRING
主な素材
ストラップ: ポリエステル 
バックル: スチール、アルミニウム合金 
セーフティアタッチメントポイント: アルミニウム合金 
ターポリン: 熱可塑性ポリウレタン (TPU)

3.点検のポイント
器具の状態は、ユーザーの安全に大きく関係します。 
ペツルは、十分な知識を持つ適任者による詳細点検を、少なくと
も 12 ヶ月ごとに行うことをお勧めします (国や地域における法
規や、使用状態によっても変わります)。 
警告: 使用頻度によっては、より頻繁に個人用保護具 (PPE) を点
検する必要があります。 
Petzl.com で説明されている方法に従って点検してください。個
人用保護具 (PPE) の点検結果を点検フォームに記録してくださ
い: 種類、モデル、製造者の連絡先、個別番号、製造日、購入日、
初回使用時の日付、次回点検予定日、問題点、コメント、点検者
の名前と署名。
毎回、使用前に
ハーネスのストラップおよびアタッチメントポイントの状態を確
認してください。 
FAST LT PLUS バックルが正常に機能することを確認してくだ
さい。 
STRING および CAPTIV の状態、コネクターとストラップが適切に
取り付けられていることを確認してください。 
使用による切れ目や磨耗、熱や化学物質等による損傷がないこ
とを確認してください。縫製部分が切れたりゆるんだりしていな
いことを特に注意して確認してください。 
各 PPE (個人用保護具) の点検方法の詳細についてはペツルの
ウェブサイト (Petzl.com) をご参照ください。 
疑問点は (株) アルテリア (TEL: 04-2968-3733) にご相談くださ
い。
使用中の注意点
この製品および併用する器具 (連結している場合は連結部を含
む) に常に注意を払い、状態を確認してください。全ての構成器
具が正しくセットされていることを確認してください。

4.適合性

この製品がシステムの中のその他の器具と併用できることを確
認してください (併用できる = 相互の機能を妨げない)。 
STEF (S059AA00) は、2020 年モデルの NEST (S061AA00) と
併用可能ですが、2020 年以前の NEST (S61) とは併用できま
せん。

5.STEF のストレッチャーへのセット
STEF のシングルストラップを NEST の頭部アタッチメントポイ
ントに取り付け、ダブルストラップを NEST の STEF 用アタッチ
メントポイントに取り付けます。カラビナ Sm’D が上を向くよ
うに取り付けてください。ストラップがねじれないようにしてく
ださい。 
ストレッチャーは必ず頭部アタッチメントポイントまたは 
SWIVEL で吊り下げてください。 
警告: 使用する製品に応じて、図を参照し正しいアタッチメント
ポイントを使用してください (2020 年以前または 2020 年より
後の設定)。

6.要救助者の収納
1.ストレッチャーを安定した場所に置きます。 
フラップを開いて広げます。ボディハーネスストラップをバック
ルから抜きます。足掛け調節ストラップをゆるめます。 
要救助者をストレッチャーの上に寝かせます。要救助者の身長
に関係なく、肩がフォームパッドの最上部にくるようにして寝か
せます。要救助者は必ずヘルメットと保護めがねを着用する必
要があります。 
2.カラーコードに沿って、胸部ストラップおよびレッグストラッ
プの FAST LT PLUS バックルをロックします。警告: 要救助者に
ストラップが、図説の通りに正しくセットしていることを確認し
てください。 
3.ポジショニングストラップを締めます。 
足掛け調節ストラップの長さを調節して、足掛けのバックルを
接続します。 
要救助者を安全に支えるように、痛みを与えることなくストラッ
プがしっかりと締まっていることを確認してください。 
4.ヘッドカバーおよびフットカバーを閉じ、フットカバーのバッ
クルを閉めます。気温や水の有無等状況に応じて、フラップを閉
じるか側部で折りたたんでください。フラップのストラップをし
っかりと締めてください。要救助者の腕はストレッチャーの内側
でも外側でも可能です。 
医師の診断による要救助者の怪我の状態や救助の難易度等、
状況によっては安全上重要な部分を適切に装着できない場合
があります。

7.アタッチメントポイント
アタッチメントポイントの破断強度: 15 kN 
ストレッチャーを支点に接続できるのはこのポイントのみです。 
側部アタッチメントポイントを使用する場合は、２つのアタッチ
メントポイントを必ず一緒に使用してください。

8.ストレッチャーのハンドル
ストレッチャーのハンドルは８つの搬送用ハンドルおよび８つ
の予備のアタッチメントポイントで構成されています。 
ハンドルの破断強度: 4 kN 
予備のアタッチメントポイントの破断強度: 1 kN 
警告: これらのアタッチメントポイントでストレッチャーを支点
に接続したり、要救助者を確保することはできません。

9.救助の設定
各救助設定は、以下の２つの設定に適用できます: 
- 2020 年より後のモデル: NEST のみ、または STEF との組み
合わせ 
- 2020 年以前のモデル: 2020 年以前の NEST のみ、または 
2020 年以前の NEST 用 STEF との組み合わせ 
上の各設定におけるストレッチャーへの STEF の取り付け方法
については、図に従ってください。 
図を分かりやすくするため、本書ではストレッチャーを使用した
レスキューにおける全ての技術およびその詳細を描いてはい
ません。ストレッチャーを使用する前に必ず適切なトレーニン
グを受けてください。 
警告: ストレッチャーを引き上げるのに搬送用ハンドルを使用
しないでください。
A.垂直に吊る
頭部アタッチメントポイントで吊ります。狭い空間で有効です。
要救助者が落石に当たる危険を抑えられます。快適性の高い体
勢ではありません。
B.斜めに吊る
STEF の使用をお勧めします。快適性と搬送しやすさのバランス
が良い方法です。
C.水平に吊る
STEF の使用をお勧めします。快適性の高い体勢ですが、搬送に
スペースを必要とし、要救助者が落石に当たる危険も大きくな
ります。医師の指示により、この方法で搬送しなければならない
場合もあります。
D.チロリアンブリッジ

10.STEF を使用した救助
STEF を使用した各救助技術は、以下の２つの設定に適用で
きます: 
- 2020 年より後のモデル: NEST および STEF 
- 2020 年以前のモデル: 2020 年以前の NEST および 2020 年以
前の NEST 用 STEF 
以下の各設定においてストレッチャーへの STEF の取り付け方
法の図に従ってください。
a.ストレッチャーを水平にする
このポジションで固定するには、Sm’D を SWIVEL にクリップし
てください。
b.水平な状態から傾ける
独立した別のロープで確保をとった救助者が、ストレッチャーと
向き合って作業します。救助者は Sm’D を外します。次にカラビ
ナ足側のダブルストラップを手で持ち、ストレッチャーを傾けま
す。必要であれば足でストレッチャーを押して傾けます。警告: 頭
側のシングルストラップを手で持たないでください。傾ける際に
コントロールを失ったり、手をはさんでしまう危険があります。

c.傾いた状態から水平にする
救助者は STEF のリングに短いランヤードを接続します。支点と
して操作の補助に使用できます。救助者はランヤードが張ってい
ることを確認する必要があります。 
- 上部の作業者がストレッチャーを下げます。自然に頭側が下が
って水平に近づきます 
- 救助者は SWIVEL に Sm’D をクリップして水平になった状態で
固定します。上部の作業者がストレッチャーを下げます。救助者
がリングからランヤードを外します

11.持ち運び
ストレッチャーは専用のバッグ (S062AA00) に収納して運ぶこと
ができます。車に積む際は、縦フレームおよび横フレームを抜い
て巻くことができます。

12.補足情報
本製品は個人用保護具に関する規則 (EU) 2016/425 に適合して
います。EU 適合宣言書は Petzl.com で確認できます。 
- ストレッチャーは、フォールアレストシステムで身体のサポート
に使用することはできません 
- 墜落距離を短くし、危険を少なくするため、アンカーが適切な
位置に設置されていることを確認してください 
- 警告、危険: 製品がざらざらした箇所や尖った箇所でこすれな
いように注意してください 
- ユーザーは、高所での活動が行える良好な健康状態にあること
が必要です。警告: ハーネスを着用して動きの取れない状態のま
ま吊り下げられると、重度の傷害や死に至る危険があります 
- 併用する全ての用具の取扱説明書をよく読み、理解してくだ
さい 
- 取扱説明書は、製品と一緒にユーザーの手に届かなければな
りません。また、取扱説明書は製品が使用される国の言語に訳さ
れていなければなりません 
- 製品に記されたマーキングが読めなくならないように注意し
てください 
- 取扱説明書は、用具から取り外した後も参照できるように、永
久保存してください
廃棄基準:
警告: 極めて異例な状況においては、１回の使用で損傷が生じ、
その後使用不可能になる場合があります (劣悪な使用環境、海
に近い環境での使用、鋭利な角との接触、極端な高 / 低温下で
の使用や保管、化学薬品との接触等)。 
以下のいずれかに該当する製品は以後使用しないでください: 
- 耐用年数を経過した 
- 大きな墜落を止めた、あるいは非常に大きな荷重がかかった 
- 点検において使用不可と判断された。製品の状態に疑問が
ある 
- 完全な使用履歴が分からない (例: 判読できない製品のマー
キング) 
- 該当する規格や法律の変更、新しい技術の発達、また他の器
具との併用に適さない等の理由で、使用には適さないと判断
された 
このような製品は、以後使用されることを避けるため廃棄して
ください。
アイコン: 
A.耐用年数: 10 年 - B.マーキング - C.使用温度 - D.使用上
の注意 - E.クリーニング / 消毒 - F.乾燥 - G.保管 / 持ち運び - 
H.改造 / 修理 (パーツの交換を除き、ペツルの施設外での製
品の改造および修理を禁じます) - I.問い合わせ

３年保証
原材料および製造過程における全ての欠陥に対して適用されま
す。以下の場合は保証の対象外とします: 通常の磨耗や傷、酸化、
改造や改変、不適切な保管方法、メンテナンスの不足、事故また
は過失による損傷、不適切または誤った使用方法による故障。

警告のマーク
1.重傷または死につながるおそれがあります。2.事故や怪我につ
ながる危険性があります。3.製品の機能や性能に関する重要な
情報です。4.してはいけない内容です。

トレーサビリティとマーキング
a.個別番号 - b.製造年 - c.製造月 - d.ロット番号 - e.個体識別番
号 - f.取扱説明書をよく読んでください - g.モデル名 - h.個人用
保護具に関する規則の要求事項に適合。EU 型式検定を行った
公認認証機関 - i.この個人用保護具の製造を監査する公認認
証機関の ID 番号 - j.トレーサビリティ: データマトリクスコード - 
k.製造日 (月 / 年) - l.製造者住所
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